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１
． 

緒 
 

 

言 

 

９
年
前
に
、
「足
底
痛
に
対
す
る
鍼
灸
治
療
」と
題
し
て
同
様
の
発
表
を
行
な
っ
た
が
、
そ
れ
以

降
も
、
し
ば
し
ば
こ
の
症
状
を
訴
え
る
患
者
は
相
次
い
だ
の
で
、
治
療
の
上
で
も
、
鍼
灸
古
典
の
知

識
の
上
で
も
、
新
し
い
知
見
が
多
々
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
考

え
た
次
第
で
あ
る
。 

と
く
に
今
回
は
、
技
術
の
上
で
巨
刺
と
繆
刺
を
取
り
上
げ
る
が
、
素
問
の
、
こ
の
刺
法
を
扱
う
篇

を
あ
ら
た
め
て
読
ん
で
み
る
と
、
思
わ
ぬ
発
見
が
あ
っ
て
興
味
深
か
っ
た
。 

ま
た
、
足
底
筋
膜
炎
を
起
こ
す
患
者
の
な
か
に
は
、
け
っ
こ
う
な
確
率
で
手
掌
の
筋
膜
炎
を
お
こ

す
患
者
が
あ
り
、
こ
れ
も
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
足
底
・手
掌
筋
膜
炎
の
治
療
法
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ
の

治
療
法
を
知
る
こ
と
は
、
鍼
灸
の
治
療
家
に
と
っ
て
重
要
と
思
わ
れ
る
。 

   ２
． 

足
底
筋
膜
炎
に
つ
い
て 

   

私
の
臨
床
経
験
か
ら
述
べ
る
が
、
足
底
筋
膜
に
痛
み
を
生
ず
る
原
因
は
、
概
略
以
下
の
三
つ
に

絞
ら
れ
る
。 

 

① 

経
年
性
の
足
の
ア
ー
チ
の
崩
れ
に
起
因
す
る
も
の 

② 

精
神
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
も
の 

③ 

踵
骨
足
底
部
、
あ
る
い
は
中
足
骨
前
端
節
の
足
底
部
に
で
き
る
骨
棘
に
起
因
す
る
も
の 

 

こ
の
う
ち
、
①
、
②
に
た
い
し
て
、
鍼
灸
治
療
が
効
著
で
あ
る
。 

   



 - 2 - 

３
． 

鍼
灸
医
学
的
考
察 

◆
巨
刺 

素
問
・
調
經
論
第
六
十
二 

身
形
に
痛
み
有
り
九
候
に
病
莫
け
れ
ば
則
ち
こ
れ
を
繆
刺
す
。
痛
み
左
に
在
り

て
、
右
脈
病
む
は
、
こ
れ
を
巨
刺
す
。 

こ
こ
で
い
う
「
九
候
」
や
「
脈
」
と
は
、
素
問
・
三
部
九
候
論
で
い
う
九
候
の
脈
拍
部
の
こ

と
で
、
一
箇
所
だ
け
脈
拍
の
小
さ
い
、
大
き
い
な
ど
の
箇
所
を
さ
す
。 

「
獨
小
者
病
、
獨
大
者
病
、
獨
疾
者
病
、
獨
遲
者
病
、
獨
熱
者
病
、
獨
寒
者
病
、
獨
陥
下
者

病
」〔
素
・
三
部
九
候
論
〕 

  

靈
樞
・
官
鍼
第
七 

八
に
曰
く
巨
刺
、
巨
刺
と
は
、
左
は
右
に
取
り
、
右
は
左
に
取
る
。 

 

楊
上
善
…
以
っ
て
左
右
の
大
經
を
刺
す
、
故
に
巨
刺
と
曰
う
。
巨
は
大
な
り
。 

 

森
立
之
…
巨
刺
は
巨
大
の
義
に
し
て
善
し(

こ
れ
は
楊
注
に
対
し
て
の
言)

、
而
し
て

嘗
て
私
か
に
こ
れ
を
考
う
る
に
、
巨
は
恐
ら
く
互
の
譌
り
な
り
て
、
ま
た
繆
と

同
じ
く
交
差
の
謂
い
な
ら
ん
。
「
脩
閭
氏
掌
比
、
國
中
宿
、
互

𣟄
者
※
。
與
其
國

粥
、
而
比
其
追
胥
者
、
而
賞
罰
之
」
※
※
〔
周
礼
・
秋
官
〕 

司
農
注
「
巨
を
當
に

互
に
爲
し
た
り
」
こ
れ
そ
の
證
な
り
。
下
文
に
曰
う
「
こ
の
如
き
は
必
ず
巨
刺

せ
よ
」
の
巨
字
は
互
字
の
訛(

あ
や
ま)

り
た
り
。
證
せ
り
證
せ
り
。 

※ 

素
問
攷
注
に
引
い
て
あ
る
の
は
こ
こ
ま
で
で
、
以
下
の
周
礼
の
文
字
は
筆
者
に
よ
る
補
足
。 

※
※
「
脩
閭
氏
掌
比
は
、
國
中(

城
中)

の
宿
の
、
巨
体
の
守
衛
だ
っ
た
。
城
中
の
人
々
に

粥
を
ふ
る
ま
い
、
ま
た
盗
人
を
捕
ら
え
て
は
罰
し
た
」 
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𣟄 

タ
ク 

拍
子
木
、
拍
子
木
を
う
つ
。
転
じ
て
守
衛
。 

 
【 

字
解
】 

巨
キ
ョ 

さ
し
が
ね
、
お
お
き
い 

矩
形
の
定
規
を
あ
ら
わ
す
象
形
。 

巨---

金
文 

互
ゴ 

 

た
が
う
、
た
が
い
に
す
る 

縄
巻
き
の
器
の
象
形
。 

 

 
 

互 

   

◆ 

繆 

刺 

素
問
・
繆
刺
論
第
六
十
三 

黄
帝
問
曰
、
余
聞
繆
刺
未
得
其
意
、
何
謂
繆
刺
。 

歧
伯
對
曰
夫
邪
之
客
於
形
也
、
必
先
舍
於
皮
毛
留
而
不
去
、 

入
舍
於
孫
脈
留
而
不
去
、
入
舍
於
絡
脈
留
而
不
去
、 

入
舍
於
經
脈
、
内
連
五
藏
、
散
於
腸
胃
、
陰
陽
倶
感
、
五
藏
乃
傷
、 

此
邪
之
從
皮
毛
而
入
、
極
於
五
藏
之
次
也
。
如
此
則
治
其
經
。 

今
邪
客
於
皮
毛
、
入
舍
於
孫
絡
留
而
不
去
、
閉
塞
不
通
、 

不
得
入
於
經
、
流
溢
於
大
絡
而
生
奇
病
也
。 
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夫
邪
之
客
大
絡
者
左
注
右
、
右
注
左
、
上
下
左
右
與
經
相
干
而
布
於
四
末
、 

其
氣
無
常
處
、
不
入
於
經
兪
、
命
曰
繆
刺
。 

帝
曰
願
聞
繆
刺
、
以
左
取
右
、
以
右
取
左
、
奈
何
。
其
與
巨
刺
、
何
以
別
之
。 

歧
伯
曰
邪
客
於
經
、
左
盛
則
右
病
、
右
盛
則
左
病
、 

亦
有
移
易
者
〔甲
乙
・病
易
且
移
〕
、
左
痛
未
已
而
右
脈
先
病
、 

如
此
者
必
巨
刺
之
、
必
中
其
經
、
非
絡
脈
也
。 

故
絡
病
者
其
痛
與
經
脈
繆
處
、
故
命
曰
繆
刺
。 

帝
曰
願
聞
繆
刺
奈
何
、
取
之
何
如
。 

歧
伯
曰
邪
客
於
※
※
足
少
陰
之
絡
、
令
人
卒
心
痛
暴
脹
、
胸
脅
支
滿
、 

無
積
者
刺
然
骨
之
前
、
出
血
如(

す
な
わ
ち)

食
頃
而
已
。 

不
已
、
左
取
右
、
右
取
左
。
病
新
發
者
取
五
日
已
。 

邪
客
於
手
少
陽
之
絡
、
令
人
喉
痺
、
舌
巻
、
口
乾
、
心
煩
、
臂
外
廉
痛
、
手
不
及
頭
、
刺
手
中
指

次
指
爪
甲
上
去
端
如
韭
葉
、
※
各
一
蛟
、
壮
者
立
巳
、
老
者
有
頃
巳
、
左
取
右
右
取
左
、
此
新
病

數
日
巳
。 

邪
客
於
足
厥
陰
之
絡
、
令
人
卒
疝
暴
痛
、
刺
足
大
指
爪
甲
上
與
肉
交
者
、
※
各
一
蛟
、
男
子
立

巳
、
女
子
有
頃
巳
、
左
取
右
右
取
左
。 

※
※
邪
客
於
足
太
陽
之
絡
、
令
人
頭
項
肩
痛
、
刺
足
小
指
爪
甲
上
與
肉
交
者
、
※
各
一
蛟
、
立
巳
、

不
巳
刺
外
踝
下
三
蛟
、
左
取
右
右
取
左
、
如(

す
な
わ
ち)

食
頃
巳
。 

 

※ 

【 

森
】
案
ず
る
に
「
各
」
と
曰
う
は
、
左
手
を
用
い
る
の
時
、
右
手
を
用
い
る
の
時
、
並
じ
て
各

(

み
な
、
ひ
と
し
く)

同
じ
く
「 

一
■(

イ 

や
ま
い
だ
れ
＋
有)

」の
義
な
り
。 

 

※
※ 

こ
こ
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
刺
法
と
は
、
井
穴
瀉
穴
を
巨
刺
で
行
う
方
法
で
あ
る
。

が
、
足
少
陰
之
絡
に
関
し
て
だ
け
は
、
「
然
谷
の
前
を
刺
せ
。
治
ら
な
け
れ
ば
左
は
右
を
取

り
、
右
は
左
を
取
れ
」
と
あ
っ
て
、
ど
こ
を
巨
刺
す
る
の
か
述
べ
て
い
な
い
。
足
太
陽
之
絡
の

例
を
鑑
み
る
に
、
足
少
陰
之
絡
も
ま
ず
井
穴
で
あ
る
涌
泉
の
瀉
穴
を
巨
刺
で
行
な
い
、
治
ら
な

け
れ
ば
然
谷
を
ま
た
巨
刺
せ
よ
、
と
い
う
の
が
本
来
の
条
文
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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繆
字
解 

繆
ビ
ュ
ウ 

〔
説
文
〕
■(

ジ
ン 

女
へ
ん
＋
任 

あ
さ)

の
十
■(

ケ
ツ 

潔
の
サ
ン
ズ
イ
を
取

る 

た
ば)

な
り
。
一
に
曰
く
綢(

た
ば
ね
る)

繆
な
り
。
繆
死
＝
絞
死 

 

繆
刺
と
は
、
縛
っ
て
静
脈
を
浮
か
せ
て
刺
絡
す
る
意
味
合
い
が
強
い
の
で
は
な
い
か
。 

森
立
之
は
「
差
繆
」
と
い
う
語
を
用
い
て
、
左
右
を
交
差
し
て
刺
す
意
を
強
調
し
て
い
る
。 

「
案
、
繆
刺
巨
刺
相
似
而
殊
、
…
蓋
共
左
右
差
謬
而
於
絡
、
謂
之
繆
刺
、
在
經
云
之
巨
刺
」 

  

病
の
侵
襲 

繆
刺
論
で
は
邪
の
侵
襲
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
が
、
同
様
の
侵
襲
の
し
か
た
を
説

い
て
い
る
の
は
、
素
問
の
調
經
論
と
皮
部
論
で
あ
る
。
霊
枢
の
百
病
始
生
で
は
、
こ
れ
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
た
論
を
展
開
し
て
い
る
。 

病
の
侵
襲
１
…
皮
膚
→
孫
脈
→
絡
脈
→
經
脈 

〔
調
經
論
・
繆
刺
論
・
皮
部
論
〕 

病
の
侵
襲
２
…
須
理
→
絡
脈
→
經
→
輸(

輸
穴)

→
伏
衝
の
脈(
衝
脈)

→
腸
胃
→
五
藏 

〔
霊
・
百
病
始
生
〕 

素
・
生
気
通
天
論
・
標
本
病
伝
論 

  

ま
た
、
經
脈
に
入
っ
た
邪
を
正
病
と
い
い
、
絡
脈
に
入
っ
た
も
の
を
奇
病
と
呼
ん
で
い
る
が
、

經
脈
に
入
れ
ず
に
、
絡
脈
に
溢
れ
て
し
ま
う
病
と
い
う
考
え
方
は
、
素
問
と
難
經
に
共
通
し

て
い
る
。
難
經
で
は
、
こ
こ
か
ら
奇
経
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。 

 

・ 

今
邪
客
於
皮
毛
、
入
舍
於
孫
絡
留
而
不
去
、
閉
塞
不
通
、
不
得
入
於
經
、
流
溢
於
大
絡
而
生

奇
病
也
。
夫
邪
之
客
大
絡
者
左
注
右
、
右
注
左
、
上
下
左
右
與
經
相
干
而
布
於
四
末
、 

・ 

其
氣
無
常
處
、
不
入
於
經
兪
、
命
曰
繆
刺
。
〔
素
・
繆
刺
論
〕 

・ 

其
病
在
奇
邪
之
脈
、
則
繆
刺
之
。〔
素
・
三
部
九
候
論
〕 

・  

然
、
聖
人
圖
設
溝
渠
、
通
利
水
道
、
以
備
。
不
然
、
天
雨
降
下
、
溝
渠
溢
滿
、
當
此
之
時
、
劑

霈
妄
行
、
聖
人
不
能
復
圖
也
。
此
絡
脈
滿
溢
、
諸
經
不
能
復
拘
也
。
〔二
十
七
難
〕 

 

◆ 

そ
の
他 

靈
樞
・
終
始
第
九 

 

從
腰
以
上
者
、
手
太
陰
陽
明
主
之
。
從
腰
以
下
者
、
足
太
陰
陽
明
主
之
※
。
病

在
上
者
下
取
之
、
病
在
下
者
高
取
之
。
病
在
頭
者
取
之
足
、
病
在
腰
者
取
之
膕
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※
※
。
病
生
干
頭
者
頭
重
、
生
於
手
者
臂
重
、
生
干
足
者
足
重
。
治
病
者
、
先
刺

其
病
所
從
生
者
也
。 

※ 

楊
上
善
…
腰
以
上
爲
天
、
肺
主
天
氣
、
故
手
太
陰
手
陽
明
主
之
也
。
腰
以
下
爲
地
、
脾
主

地
土
、
故
足
太
陰
足
陽
明
主
之
也
。 

※ 

張
介
賓
…
此
近
取
之
法
也 

→
類
経
①
…
近
取
之
法
の
変
形 

※
※
馬
蒔
…
遠
取
之
法
也 

甲
乙
経
・
鍼
道
終
始 
…
靈
樞
と
ほ
ぼ
同
文 

從
腰
以
上
者
、
手
太
陰
陽
明
主
之
。
從
腰
以
下
者
、
足
太
陰
陽
明
主
之
。
病
在
下
者
高
取
之
、

病
在
上
者
下
取
之
。
病
在
頭
者
取
之
足
、
病
在
腰
者
取
之
膕
。
病
生
於
頭
者
頭
重
、
生
於
手

者
臂
重
、
生
於
足
者
足
重
。
治
病
者
先
刺
其
病
所
從
生
者
也
。 

  

類
経
・
五
十
三 

剌
諸
病
諸
痛 

刺
諸
痛
者
其
脉
皆
實
。
故
曰
從
腰
以
上
者
、
手
太
陰
陽
明
皆
主
之
。
從
腰
以
下

者
、
足
太
陰
陽
明
皆
主
之
。
病
在
上
者
下
取
之
、
病
在
下
者
高
取
之
。
病
在
頭
者

取
之
足
、
病
在
腰
者
取
之
膕
。(

此
遠
取
之
法
也
。
有
病
在
上
而
脈
通
於
下
者
、
當
取
於

下
。
病
在
下
而
脈
通
於
上
者
、
當
取
於
上
。
故
在
頭
者
取
之
足
、
在
腰
者
取
之
膕) 
病
生
於

頭
者
頭
重
、
生
於
手
者
臂
重
、
生
於
足
者
足
重
。
治
病
者
先
刺
其
病
所
從
生
者

也(

先
刺
所
從
生
。
必
求
其
本
也)

。 

 

疾
高
而
内
者
取
之
陰
之
陵
泉
、
疾
高
而
外
者
取
之
陽
之
陵
泉
、 

 

陰
有
陽
疾
者
取
之
下
陵
三
里(

①)

、
正
往
無
殆
、
氣
下
乃
止
、
不
下
復
始
也
。 
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４
．
治 

 

療 

 
 ○

三
陰
交
・懸
鐘
の
陰
陽
通
刺
法 

○
四
指
間
に
対
す
る
刺
法
を
、
健
側
に
対
し
て
行
う(

繆
刺
法) 

こ
れ
は
、
患
側
の
手
甲
に
行
な
っ
て
も
、
同
様
の
効
果
が
得
ら
れ
る
。 

 

付
・
骨
格
に
現
れ
る
原
型
と
、
巨
刺
あ
る
い
は
互
刺 

 

こ
こ
ま
で
、
巨
刺
・
互
刺
、
あ
る
い
は
繆
刺
と
い
う
左
右
を
交
差
し
て
剌
す
刺
法
に
つ
い

て
見
て
き
た
が
、
実
際
に
臨
床
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
と
、
素
問
や
靈
樞
の
教
示
を
う
け
る

ま
で
も
な
く
、
箇
所
の
反
対
側
に
鍼
を
す
れ
ば
痛
み
が
止
ま
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
予

感
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
否
め
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

ひ
る
が
え
っ
て
言
え
ば
、
反
対
側
に
治
療
を
し
て
治
す
と
い
う
の
は
、
私
は
素
問
や
靈
樞

よ
り
も
古
い
考
え
な
の
で
は
な
い
の
か
と
思
う
。「
上
な
る
も
の
は
下
な
る
も
の
の
如
し
」
と

い
う
の
は
、
先
の
靈
樞
・
終
始
に
あ
る
の
と
同
様
の
考
え
方
だ
が
、
こ
れ
は
『
ヘ
ル
メ
ス
文

書
』
に
あ
る
一
文
だ
そ
う
で
あ
る
。『
ヘ
ル
メ
ス
文
書
』
と
は
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ア
の
太
古

か
ら
伝
わ
る
知
恵
を
ま
と
め
た
書
物
だ
と
い
う
こ
と
で
、
私
と
し
て
は
後
日
、
当
た
っ
て
み

る
他
な
い
の
だ
が
、
こ
の
な
か
に
は
恐
ら
く
、「
大
な
る
も
の
は
小
な
る
も
の
の
如
し
」
や
「
右

な
る
も
の
は
…
」
と
い
っ
た
条
文
も
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

こ
の
類
の
条
文
は
老
子
や
荘
子
、
そ
れ
に
連
な
る
淮
南
子
、
呂
氏
春
秋
と
い
っ
た
古
典
書

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
探
し
て
み
た
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。 さ

て
、
こ
こ
に
示
し
た
図
は
Ｌ
・
Ｆ
・
Ｃ
・
メ
ー
ス
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
の
解
剖
学
者
が
『
シ

ュ
タ
イ
ナ
ー
医
学
原
論
』
と
い
う
著
書
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
説
に
も
と
づ
い
て
作
っ
た
も

の
だ
が
、
一
目
し
て
人
間
の
肩
甲
骨
と
寛
骨
、
側
頭
骨
が
同
じ
よ
う
な
構
造
を
持
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。 
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Ａ 

人
間
の
肩
甲
骨(

右
・
内
側)

、
寛
骨
と
い
う
骨
盤
の
骨(

右
・
外
側
・
上
下
逆)

、
側
頭
骨(

外

側
・
回
転
さ
せ
て
あ
る) 
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Ｂ 

逆
側
か
ら
見
た
と
こ
ろ 
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Ｃ 

骨
盤
の
全
体
と
頭
蓋
の
な
か
に
あ
る
蝶
形
骨 

 

 

Ｄ 

頭
蓋
底 
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Ｅ 

原
型 

 

 

Ａ
と
Ｂ
で
分
る
の
は
、
い
ず
れ
も
頑
丈
な
梁(

は
り)

の
先
端
に
窩(

く
ぼ
み)

が
あ
り
、
梁
が
平

面
で
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
窩
の
付
近
に
は
腱
が
付
き
や
す
い
よ
う
に
、
大
き
な

突
起
が
円
を
描
く
よ
う
に
あ
り
、
側
頭
骨
で
は
こ
の
突
起
は
閉
じ
て
外
耳
道
に
な
っ
て
い
る
。 

Ｃ
、
Ｄ 

で
明
確
な
の
は
、
頭
蓋
と
腰
に
あ
ら
わ
れ
る
蝶
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。 

 

Ａ
、
Ｂ
に
は
、
ひ
と
つ
の
原
型
が
あ
り(

Ｅ)

、
Ｃ
、
Ｄ
に
は
蝶
の
か
た
ち
の
原
型
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。
腕
、
下
肢
の
骨
、
肋
骨
の
原
型
は
、
捻
じ
れ
た
棒
状
で
、
そ
の
両
端
に
節
が
あ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

人
間
の
骨
格
と
は
、
こ
う
し
た
い
く
つ
か
の
原
型
を
も
と
に
構
成
さ
れ
、
各
原
型
は
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
都
合
の
い
い
よ
う
に
細
部
の
形
状
や
向
き
を
変
え
て
、
仕
事
を
し
て
い
る
と
言

え
る
。 

体
が
、
い
く
つ
か
の
原
型
と
そ
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
以
上
、
右
の
痛
み
が
左
で
治
っ
た
り
、
頭
の
痛
み
が
足
で
治
っ
た
り
と
い
う
理
屈
は
、

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
自
明
の
理
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。 

蝶
の
モ
チ
ー
フ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
頭
の
奥
深
く
の
病
気
を
、
腰
で
治
療
で
き
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
予
想
が
成
り
立
つ
。
実
際
に
、
わ
が
国
の
江
戸
時
代
の
畜
獣
に
た
い
す

る
鍼
法
書
を
み
る
と
、
仙
骨
の
上
に
百
会
穴
を
と
っ
て
い
る
例
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

  

  


